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＜連絡事項＞
・深夜帯での排泄確認、便秘患者の引継ぎ等きちんと行って下さい。

[bookmark: _GoBack]・車椅子レンタルの書類は、入院時書類が入っているファイルと一緒にしています。

＜患者様情報＞
・蛯名　優心様～14：00母様来院しPSW、Nsと面談実施。計画相談を決め、自宅退院の方向。施設入所については引き続き進めていくこととしている。

・瀬川　高雄様～東北町役場職員とのタブレット面会実施。

・宮澤　涼太様～被害的言動聞かれ、自室ドア蹴りやトイレットペーパーホルダーの破損行為あり。
　　　　　　　　Aユニットへ居室移動し経過観察。

・長根　瞳様～主治医診察にて、右手拘束解除の指示あり。

・清水　ヨシエ様～水様便、泥状便あり。主治医より持参薬のセンノシド中止、酸化マグネシウムを1-1-1に減量し適宜調整の指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中は落ち着いて入浴したり脱衣・迷惑行動なく過ごしている。隔離中は静穏で経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。周囲の環境を気にする言動あるが、情緒は安定。静穏で経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。起き上がり頻回だが危険行為等はなし。各食むせこみなく全量摂取されている。身体拘束部位循環障害、皮膚トラブル無し。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。やや気分の高さあるが、興奮や易怒性なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜高橋Dr.診察情報＞
・工藤　與吉様～不穏興奮・衝動性なく落ち着いていることから、上記時間に終日隔離解除となる。

・大下　良子様～かかりつけである湊病院への転入院を調整。調整後に当院退院となること説明受け了承されている。

・梶浦　真実様～外泊は楽しかったと話し、家族と退院についても話してきたと自ら報告あり。
始業式に加えお盆もある為、お盆前に退院の方向で調整していくこととなる。

・大久保　尚樹様～「字を書くのが苦手なので大変そうです」と話すも、アルコール依存症治療プログラムへの拒否なし。指示・処方の変更なし。

・清水　弥助様～指示・処方の変更なし。

